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ご
と
セ
ン
タ
ー
、
山
口
新
卒

応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
山
口

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
も
入

居
す
る
。
有
料
駐
車
場
は
３

カ
所
に
計
５
１
８
台
分
を
、

無
料
駐
輪
場
も
３
６
６
台
分

を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
施

設
の
東
側
（
新
山
口
駅
側
）

に
は
「
出
会
い
の
広
場
」、

西
側
に
は
「
地
域
交
流
広

場
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　「
新
山
口
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル

い
る
。
座
席
は
可
変
型
で
、

講
演
会
、
展
示
会
、
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
規

模
や
用
途
で
使
用
で
き
る
。

ま
た
、
会
議
室
は
連
結
し
て

の
利
用
も
可
能
。
最
も
大
き

な
部
屋
は
２
６
５
平
方
㍍

で
、
２
９
４
人
を
収
容
で
き

る
。

　
②
は
、
県
内
最
大
級
の
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
（
オ

フ
ィ
ス
と
し
て
利
用
の
で
き

る
有
料
の
空
間
）、
シ
ェ
ア

キ
ッ
チ
ン
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
を
完
備
す
る
。

　
③
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
、
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
薬
局
が
入
居
す
る
、
健

康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
施

設
だ
。

　
④
は
、
学
生
や
若
手
社
会

人
を
対
象
と
し
た
人
材
育
成

施
設
。
定
員
は
21
人
で
、
す

で
に
満
室
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
山
口
商
工
会
議

所
の
「
広
域
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」、
や
ま
ぐ

ち
産
業
振
興
財
団
、
山
口
し

「
ロ
コ
モ
健
診
・
体
成
分
測

定
無
料
体
験
」
が
、
４
日
午

前
11
時
か
ら
と
午
後
２
時
か

ら
「
歩
き
方
＆
足
の
マ
ッ
サ

ー
ジ
無
料
教
室
」
が
開
か
れ

る
。

　
さ
ら
に
、
ホ
ワ
イ
エ
・
自

由
通
路
で
は
、
３
日
に
「
チ

能
力
を
誇
り
、
音
響
や
通
信

面
で
最
新
の
技
術
を
備
え
て

費
は
約
１
１
０
億
円
で
、
全

体
の
延
べ
床
面
積
は
２
万
３

０
８
７
平
方
㍍
。
ホ
ー
ル
棟

の
①
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー

ル
、
産
業
交
流
ス
ペ
ー
ス
の

ー
ト
市
狙
っ
て
ま
す
！
　
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
事
業
の
今
後
の

展
開
」、
同
日
午
後
２
時
か

ら
４
時
ま
で
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
「
ま
ち
の
魅
力
の
探
し

方
」、
４
日
午
後
１
時
か
ら

３
時
ま
で
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

「
カ
フ
ェ
の
新
装
開
店
オ
ー

ナ
ー
に
聞
く
、
カ
フ
ェ
経
営

の
リ
ア
ル
」
が
あ
る
。

　
③
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

は
、
半
額
の
５
０
０
円
で
利

用
で
き
る
「
ワ
ン
コ
イ
ン
施

設
利
用
体
験
」
が
両
日
午
前

10
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
。

薬
局
で
は
両
日
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
「
体
組
成
計
・

血
流
計
測
定
無
料
体
験
」
が

実
施
さ
れ
る
。
ま
た
、
３
日

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

②
メ
グ
リ
バ
、
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
が

入
る
③
メ
デ
ィ
フ
ィ

ッ
ト
ラ
ボ
、
④
ア
カ

デ
ミ
ー
ハ
ウ
ス
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　
①
は
、
メ
イ
ン
ホ

ー
ル
と
大
小
12
の
会

議
室
、
ス
タ
ジ
オ
を

備
え
る
。
メ
イ
ン
ホ

ー
ル
（
７
月
に
供
用

開
始
）
は
、
県
内
最

大
の
２
千
席
の
収
容

　
同
施
設
は
、
整
備
に
向
け

た
調
査
が
２
０
１
０
年
度
に

始
め
ら
れ
、
1�
年
度
に
計
画

策
定
。
1�
年
４
月
か
ら
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
事
業

　
山
口
市
が
「
山
口
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
」
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
て

い
る
「
小
郡
都
市
核
」
の
中
心
的
存
在
「
山
口
市
産
業
交
流
拠
点
施
設
」
が
、
Ｊ
Ｒ
新

山
口
駅
北
口
に
、
４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
き
ょ
う
３
日
と
あ
す
４
日
に
は
、
市

民
向
け
「
ま
ち
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
」
も
催
さ
れ
る
。

　「
ま
ち

び
ら
き
イ

ベ
ン
ト
」

は
、
き
ょ

う
３
日
と

あ
す
４
日

に
同
施
設

で
開
か
れ

る
。

　

①

で

は
、
メ
イ

ン
ホ
ー
ル

の
映
像
や

音
響
の
体
験
会
が
、
両
日
午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

の
毎
正
時
に
、
計
12
回
開
催

さ
れ
る
。

　
②
で
は
、
３
日
午
前
11
時

か
ら
正
午
ま
で
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
「
次
は
、
チ
ョ
コ
レ

ョ
コ
レ
ー
ト
マ
ル
シ
ェ
」
と

「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ
ル
シ

ェ
」
が
、
４
日
に
「
ま
ち
び

ら
き
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ

れ
、
様
々
な
商
品
を
購
入
で

き
る
。
時
間
は
、
両
日
と
も

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
。

パ
ー
ク
整
備
」
で
は
こ
れ
ま

で
、「
南
北
自
由
通
路
」「
橋

上
駅
舎
」「
北
口
・
南
口
駅

前
広
場
」「
県
道
新
山
口
停

車
場
長
谷
線
」（
令
和
通

り
）
な
ど
、
県
都
・
山
口
の

陸
の
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
駅

空
間
・
駅
前
広
場
の
形
成
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

今
後
は
、
民
間
に
よ
る
隣
接

地
の
再
開
発
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
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ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

き
ょ
う・あ
す

「まちびらきイベント」
体験会やトークセッション
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ま
ず
、「
健
康
番
組
」

で
は
な
く
「
健
康
バ
ラ
エ
テ

ィ
番
組
」
は
、
若
い
年
代
が

Ｔ
Ⅴ
を
見
な
く
な
り
、
一
番

Ｔ
Ⅴ
を
見
る
「
健
康
を
気
に

す
る
年
齢
層
」
に
ニ
ー
ズ
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
年
齢
層
は
健
康
へ
の

関
心
は
高
い
の
に
、
情
報
が

信
頼
に
値
す
る
か
否
か
調
べ

る
習
慣
に
乏
し
く
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
、
特
に
Ｔ
Ⅴ
の
情
報

を
無
条
件
に
信
用
す
る
風
潮

が
あ
り
ま
す
。
よ
く
「
●
●

を
食
べ
た
ら
〇
〇
が
治
っ

た
」
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
●

●
と
〇
〇
は
相
関
関
係
な
の

か
を
考
え
る
事
な
く
鵜
呑
み

に
し
が
ち
で
す
（
大
概
、
相

関
関
係
は
な
く
因
果
関
係
）。

　
情
報
の
信
頼
性
を
担
保
す

る
コ
ス
ト
を
嫌
う
側
と
、
情

報
が
流
れ
る
事
で
利
益
が
出

る
側
の
利
害
が
一
致
し
、
倫

理
的
な
問
題
を
除
け
ば
経
済

的
合
理
性
が
あ
る
の
で
、
手

を
変
え
品
を
変
え
、
番
組
は

続
く
事
に
な
り
ま
す
。

　「
健
康
番
組
」
な
ら
、
目

的
は
正
し
い
情
報
の
提
供
で

す
が
、「
健
康
バ
ラ
エ
テ
ィ

番
組
」
の
目
的
は
視
聴
率
な

の
で
、
正
し
く
て
も
面
白
く

な
い
情
報
よ
り
、
面
白
い
謎

情
報
が
貴
ば
れ
る
の
は
仕
方

な
い
で
し
ょ
う
。

清
水
内
科
医
院

Ｔ
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Ｌ
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－

９
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－

２
２
８
８

清
水 

秀
樹
院
長

　「
白
狐
の
湯
」
の
伝
説
を
持
つ
湯
田
温
泉
。
そ
の
湧
出
に
感
謝
し
、
白
狐
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
催
し
な
ど
が
多
数
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
湯
田
温
泉
白
狐
ま
つ
り
」（
同
実
行
委
員

会
主
催
、
☎
０
８
３

－

９
４
１

－

５
３
７
９
）
が
、
２
年
ぶ
り
に
き
ょ
う
３
日
と
あ
す

４
日
の
午
前
10
時
か
ら
湯
田
温
泉
街
一
帯
で
開
催
さ
れ
る
。
３
日
は
午
後
８
時
ま
で

で
、
４
日
は
３
時
半
ま
で
。

　
ま
つ
り
は
３
日
午
前
９
時

半
か
ら
湯
田
温
泉
神
社
で
行

わ
れ
る
神
事
で
始
ま
る
。

　
井
上
公
園
で
は
両
日
、
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
よ
さ
こ
い
、

各
種
ダ
ン
ス
、
大
道
芸
、
歌

や
楽
器
演
奏
な
ど
が
披
露
さ

れ
る
。
１
千
円
の
チ
ケ
ッ
ト

購
入
で
山
口
県
内
の
日
本
酒

が
何
杯
で
も
試
飲
で
き
る

「
酒
ま
つ
り
春
の
宴
」、
き
つ

ね
マ
ス
ク
（
１
０
０
円
・
税

込
み
）
と
耳
と
し
っ
ぽ
で
白

狐
に
扮
装
で
き
る
「
白
狐
に

な
ろ
う
」、
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
　

Ｅ
ａ
ｔ
や
ま
ぐ
ち
食
事
券
な

ど
が
当
た
る
空
く
じ
無
し
の

「
白
狐
福
引
」
な
ど
、
催
し

が
め
じ
ろ
押
し
。
湯
田
温
泉

神
社
で
は
、
御
朱
印
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
公
園
通
り
で
は
ぶ

ち
ま
ろ
食
堂
（
両
日
）、
ダ

ッ
ク
ス
広
場
で
は
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
「
湯
の
町
探
検
隊
」

（
３
日
、
先
着
１
５
０
人
）、

も
あ
る
。

　
両
日
と
も
、
中
原
中
也
記

念
館
は
入
館
無
料
に
な
る

（
要
整
理
券
）。
同
記
念
館
前

に
は
「
湯
の
町
ス
テ
ー
ジ
」

（
３
日
午
前
10
時
半
〜
）
が

登
場
。
14
組
が
演
奏
を
披
露

す
る
。

　
湯
田
自
動
車
学
校
で
は
、

両
日
「
Ｙ
Ｕ
Ｄ
Ａ
モ
ー
タ
ー

フ
ェ
ス
」
が
初
開
催
。
ド
ロ

ー
ン
飛
行
体
験
、
鉄
道
模
型

の
展
示
、
パ
ト
カ
ー
や
ミ
ニ

白
バ
イ
の
撮
影
会
、
ラ
ン
バ

イ
ク
（
２
〜
８
歳
対
象
）
の

試
乗
会
な
ど
多
彩
な
催
し
が

あ
る
。
会
場
に
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
に
よ
る
「
珈
琲
キ
ン
グ

ダ
ム
」
も
登
場
す
る
。

隊
な
ど
が
行
進
。
通
り
に
は

「
唐
揚
げ
キ
ン
グ
ダ
ム
」

や
、「
湯
の
街
ビ
ー
ル
通

り
」
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
登

場
す
る
。
ま
た
、
11
時
か
ら

は
２
カ
所
で
14
団
体
の
バ
ン

ド
演
奏
が
あ
る
。

　
午
後
１
時
半
か
ら
は
、
井

上
公
園
ス
テ
ー
ジ
で
「
総
踊

り
」。
ち
ひ
ろ
作
詞
・
作
曲

で
、
ゆ
う
太
・
ゆ
う
子
の
テ

ー
マ
ソ
ン
グ
「
湯
田
温
泉
に

Ｋ
Ｏ
Ｎ
来
ん
？
」、
Ｆ
ｏ
ｏ

ｒ
ｉ
ｎ
「
パ
プ
リ
カ
」
や
Ａ

Ｋ
Ｂ
4�
「
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ

ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
」
を
「
長
州

ハ
ッ
ピ
ー
・
ス
マ
イ
ル
・
と

き
め
き
隊
」
が
踊
る
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
３
時
10
分

か
ら
の
「
ち
ひ
ろ
ス
テ
ー

ジ
」
だ
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　

　
戦
後
、
世
の
中
が
意
気
消

沈
し
て
い
る
中
で
湯
田
温
泉

の
旅
館
が
「
頑
張
っ
て
い
こ

う
」
と
温
泉
を
無
料
開
放
し

た
の
が
ま
つ
り
の
始
ま
り
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
内
湯
開

放
や
お
茶
席
な
ど
今
回
中
止

と
な
っ
た
催
し
も
あ
る
が
、

「『
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
頑
張
っ

て
い
こ
う
』
と
い
う
思
い
で

開
催
す
る
。
感
染
対
策
に
気

を
付
け
つ
つ
、
楽
し
ん
で
ほ

し
い
」
と
主
催
の
同
実
行
委

員
会
。

　
３
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
白
狐
の
宮
参
り
た
い
ま
つ

行
列
」
は
午
後
７
時
か
ら
。

車
両
通
行
止
め
と
な
る
湯
の

町
街
道
（
県
道
２
０
４
号

線
）
を
、
子
ギ
ツ
ネ
に
扮
し

た
子
ど
も
と
大
人
総
勢
約

１
７
０�

人
が
、
た
い
ま
つ
を

手
に
練
り
歩
く
。

　
４
日
は
午
前
９
時
半
か
ら

午
後
３
時
半
ま
で
、
湯
の
町

街
道
が
歩
行
者
天

国
に
。
午
前
10
時

か
ら
の
パ
レ
ー
ド

で
は
、
湯
田
温
泉

の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
湯
田
ゆ
う

太
・
ゆ
う
子
、
消

防
音
楽
隊
や
鼓
笛

湯
田
温
泉
白
狐
ま
つ
り

２
年
ぶ
り
に
開
催

きょう・あす

૝తͳ໌ݬ Γ͔ͷྻߦ

幻
想
的
な
た
い
ま
つ
行
列

パ
レ
ー
ド
、ト
ラ
ッ
ク
屋
台
も

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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事例 1097

消費生活相談 不
審
電
話
は
突
然
に
！

　︻
相
談
︼
新
設
の
介
護
施
設
へ
の
入
居

勧
誘
電
話
が
あ
り
、
断
っ
た
と
こ
ろ
、

「
他
の
入
所
希
望
の
人
に
あ
な
た
の
名
義

を
貸
し
て
欲
し
い
」
と
頼
ま
れ
、
人
助
け

と
思
い
承
諾
し
た
。
後
日
、
弁
護
士
を
名

乗
る
者
か
ら
電
話
で
「
名
義
貸
し
は
犯

罪
。
供
託
金
の
支
払
い
が
必
要
な
の
で
現

金
を
宅
配
便
で
送
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ

た
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

　︻
回
答
︼
電
話
で
「
名

義
を
貸
し
て
」「
権
利
を

譲
っ
て
」
と
言
わ
れ
た
ら

詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
現
金
を
宅
配
便

で
送
れ
」
と
い
う
の
も
詐

欺
の
手
口
で
す
。
絶
対
に
お
金
を
送
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
誰
か
に
話
す
と

あ
な
た
が
逮
捕
さ
れ
る
」
と
脅
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
従
わ
ず
に
電
話

を
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
複
数
の
役
回
り
で
お
金
を
だ
ま
し
取

ろ
う
と
す
る
不
審
電
話
が
、
県
内
で
も

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
警
察
官

や
金
融
機
関
の
職
員
を
名
乗
る
う
そ
の

電
話
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
怪
し
い
電

話
は
す
ぐ
に
切
り
、
周
囲
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
不
審
な
電
話
に
は
警
告
メ
ッ

セ
ー
ジ
付
き
通
話
録
音
装
置
も
有
効
で

す
。
県
内
で
は
、
こ
の
通
話
録
音
装
置

を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
り
ま
す
。

　
不
安
に
感
じ
た
ら
、
地
域
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県消費生活センター（相談電話 083-924-0999）

　
２
０
２
１
年
の
公
示
地
価

（
基
準
日
:
１
月
１
日
）

で
、
山
口
市
は
全
国
4�
都
道

府
県
庁
所
在
地
中
、
住
宅
地

が
３
年
連
続
の
46
位
で
、
商

業
地
は
昨
年
に
続
き
42
位
だ

っ
た
。
住
宅
地
は
、
22
年
ぶ

り
に
最
下
位
を
「
脱
出
」
し

た
一
昨
年
、
昨
年
に
続
い
て

46
位
を
「
キ
ー
プ
」
し
た
。

　
山
口
市
の
「
標
準
地
」
の

平
均
価
格
（
１
平
方
㍍
当
た

り
）
は
、
住
宅
地
（
11
地

点
）
が
３
万
２
９
０
０
円
、

商
業
地
（
９
地
点
）
が
７
万

７
５
０
０
円
。
平
均
変
動
率

は
、
前
者
が
プ
ラ
ス
０
・
４

％
（
前
年
は
プ
ラ
ス
０
・
５

％
）
で
後
者
は
プ
ラ
ス
０
・

１
％
（
同
プ
ラ
ス
０
・
４

％
）
と
上
昇
率
は
鈍
化
し

た
。
た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
全
国
的
に
地
価
が
下
落

し
て
お
り
、
都
道
府
県
庁
所

在
地
に
お
け
る
順
位
は
、
前

者
が
11
位
（
同
2�
位
）
で
後

者
は
14
位
（
同
33
位
）
と
相

対
的
に
上
昇
。
ま
た
、
住
宅

地
の
平
均
価
格
は
県
内
1�
市

町
（
阿
武
町
と
上
関
町
は
地

点
な
し
）
中
６
位
で
、
商
業

地
は
同
じ
く
３
位
だ
っ
た
。

　
一
方
、
県
の
標
準
値
平
均

価
格
は
、
住
宅
地
（
１
８
９

地
点
）
が
３
万
４
千
円
（
全

国
3�
位
）
で
、
商
業
地
（
��

地
点
）
が
６
万
２
４
０
０
円

（
同
3�
位
）。
全
国
平
均
（
そ

れ
ぞ
れ
12
万
円
、
��
万
６
千

円
）
と
比
較
す
る
と
、
前
者

は
３
割
弱
、
後
者
は
１
割
ち

ょ
っ
と
の
水
準
だ
。
平
均
変

動
率
は
前
者
が
マ
イ
ナ
ス

０
・
１
％
で
、
後
者
が
マ
イ

ナ
ス
０
・
４
％
。
ど
ち
ら
も

全
国
10
位
だ
っ
た
。
全
国
平

均
は
、
前
者
が
マ
イ
ナ
ス

０
・
４
％
で
後
者
が
マ
イ
ナ

ス
０
・
８
％
。

　
ま
た
、
美
祢
市
の
標
準
値

平
均
価
格
は
、
住
宅
地
、
商

業
地
と
も
県
内
最
低
だ
っ

た
。
住
宅
地
が
１
万
円
で
、

商
業
地
は
１
万
９
４
０
０

円
。
平
均
変
動
率
は
、
前
者

が
マ
イ
ナ
ス
２
・
０
％
（
前

年
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
９
％
）

で
後
者
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
３

％
（
同
マ
イ
ナ
ス
０
・
８

％
）。

　
県
内
市
町
を
平
均
価
格
の

高
い
順
に
並
べ
る
と
、
住
宅

地
は
①
和
木
町
（
６
万
６
７

０
０
円
）
②
岩
国
市
（
４
万

３
１
０
０
円
）
③
下
松
市

（
３
万
８
２
０
０
円
）
④
下

関
市
（
３
万
７
９
０
０
円
）

⑤
周
南
市
（
３
万
４
７
０
０

円
）
⑥
山
口
市
⑦
光
市
（
２

万
９
１
０
０
円
）
⑧
柳
井
市

（
２
万
８
４
０
０
円
）
⑨
宇

部
市
・
防
府
市
（
と
も
に
２

万
６
４
０
０
円
）
⑪
萩
市

（
２
万
５
３
０
０
円
）
⑫
山

陽
小
野
田
市
（
２
万
４
５
０

０
円
）
⑬
平
生
町
（
２
万
５

０
０
円
）
⑭
田
布
施
町
（
１

万
８
２
０
０
円
）
⑮
長
門
市

（
１
万
７
１
０
０
円
）
⑯
周

防
大
島
町
（
１
万
４
５
０
０

円
）
⑰
美
祢
市
。
商
業
地

は
、
①
岩
国
市
（
７
万
９
９

０
０
円
）
②
和
木
町
（
７
万

９
５
０
０
円
）
③
山
口
市
④

下
関
市
（
６
万
７
９
０
０

円
）
⑤
下
松
市
（
６
万
５
２

０
０
円
）
⑥
周
南
市
（
６
万

３
７
０
０
円
）
⑦
防
府
市

（
６
万
１
１
０
０
円
）
⑧
宇

部
市
（
５
万
６
０
０
円
）
⑨

光
市
（
４
万
９
９
０
０
円
）

⑩
萩
市
（
４
万
８
５
０
０

円
）
⑪
柳
井
市
（
３
万
８
９

０
０
円
）
⑫
山
陽
小
野
田
市

（
３
万
７
４
０
０
円
）
⑬
長

門
市
（
３
万
５
７
０
０
円
）

⑭
田
布
施
町
（
３
万
３
６
０

０
円
）
⑮
平
生
町
（
２
万
９

５
０
０
円
）
⑯
周
防
大
島
町

（
２
万
６
０
０
円
）
⑰
美
祢

市
。

　
公
示
地
価
と
は
、
適
正
な

地
価
の
形
成
に
寄
与
す
る
た

め
、
国
土
交
通
省
が
毎
年
１

月
１
日
時
点
の
標
準
地
の
価

格
を
３
月
に
公
示
す
る
も

の
。
一
般
の
土
地
取
引
に
対

し
て
指
標
を
与
え
る
、
不
動

産
鑑
定
の
規
準
と
な
る
、
土

地
の
相
続
評
価
お
よ
び
固
定

資
産
税
評
価
に
つ
い
て
の
基

準
と
な
る
、
国
土
利
用
計
画

法
に
よ
る
土
地
の
価
格
審
査

の
規
準
と
な
る
、
等
が
主
な

役
割
だ
。

住
宅
地
は
全
国
46
位
、商
業
地
は
42
位
と
順
位
変
わ
ら
ず

県
庁
所
在
地・山
口
市
の
公
示
地
価

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



2021年（令和 3年）４月３日㈯　４サンデー山口
サ
ϯ
σ
ồ
ࢁ
ớޱ
ࢁ
ޱ
൛
Ờは
ࢁ、
ޱ
ࢢ
ɾ
ඒ
ೠ
ࢢ
ɾ
Ӊ
෦
ớࢢ
Ұ
෦
Ờɾ
๷
෎
ớࢢ
Ұ
෦
Ờで
ͷ
৽
ฉ
ં
り
ࠐ
Έ
ͱ
֤
ॴ
΁
ͷ
ઃ
ஔ
で
、Έ
ͳ
͞
ま
ʹ
͓
ಧ
け
し
ͯ
い
ま
す
ࢴ。
໘
ʹ
ࡌ
り
੾
Β
ͳ
い
৘
ใ
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ʹ
ܝ
ࡌ
し
ͯ
い
ま
す
。ͥ
ͻ
ご
覧
͘
だ
͞
い
。

結
婚
相
手
を
探
し
て
い
る
の
で

す
。
ペ
ア
に
な
る
と
樹㆘

㇞

洞ㆩ
ㆄ

な
ど

に
営
巣
し
、
抱
卵
は
メ
ス
が
行

い
ま
す
が
、
ヒ
ナ
が
孵ㆵ

化ㆉ

し
た

後
は
、
オ
ス
も
メ
ス
も
協
力
し

て
子
育
て
を
し
ま
す
。
ま
た
、

巣
箱
も
よ
く
利
用
し
ま
す
。

　
春
は
様
々
な
小
鳥
の
さ
え
ず

り
が
聴
こ
え
る
季
節
な
の
で
、

外
を
歩
く
時
に
は
耳
を
澄
ま
し

て
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
ズ
メ
く
ら
い
の
大
き
さ

で
、
市
街
地
や
公
園
の
樹

木
、
庭
先
な
ど
の
身
近
な
場

所
で
見
ら
れ
る
小
鳥
で
す
。

顔
は
黒
色
で
頬
が
白
色
、
背

中
は
黄
緑
色
で
、
腹
に
は
黒

い
線
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
線

が
太
い
方
が
オ
ス
で
す
。

　
春
に
な
る
と
「
ツ
ピ
ツ
ピ

ツ
ピ
…
」
と
高
い
声
で
囀

㆕
ㆆ
㆚

る

姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
美
し
い
声
で
鳴
く
こ

と
で
メ
ス
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

͖
Β
Β
඿
ࣗ
વ
؍
࡯
ެ
Ԃɹ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

      

৴
໦ɹ

Ѫ
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今
季
初
勝
利
を
飾
っ
た
前

節
磐
田
戦
は
２

－

１
。
前

半
13
分
に
＃
46
高
井
選
手
、

20
分
に
＃
31
草
野
選
手
が
決

め
た
ゴ
ー
ル
を
守
り
切
っ
た

形
に
。
遠
藤
選
手
、
今
野
選

手
、
山
田
選
手
な
ど
元
日
本

代
表
を
擁
す
る
チ
ー
ム
と
の

対
戦
を
「
試
合
の
入
り
の
部

分
は
腰
が
引
け
た
姿
が
み
ら

れ
嫌
な
感
じ
も
あ
っ
た
が
、

そ
こ
か
ら
盛
り
返
し
２
ゴ
ー

ル
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
最
後
の
１
失
点
は
も
っ

た
い
な
か
っ
た
が
。
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
を
含
め
選
手
た
ち
は

口
々
に
、
問
題
の
矢
印
を
自

ら
に
向
け
、
後
半
に
立
ち
向

か
っ
て
い
っ
て
く
れ
た
。
と

て
も
た
く
ま
し
く
み
え
た
」

と
振
り
返
る
渡
邉
監
督
。

　
あ
す
栃
木
戦
も
勝
利
を
！




